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 さらに、鶏血漿中のサルファ剤およびそれらのアセチル代謝物のDiscovery HS PEGカラムを用いた迅速分析
法を検討している。試料を硫酸アンモニウム水溶液と混合することで、除タンパクおよび抽出を行った。HPLC
測定の移動相には有機溶媒を用いないで酢酸ナトリウム水溶液を使用した。本法での平均回収率は 78％以上、
変動係数は４％未満であり測定法として条件を満たしている。さらに第４章では鶏血漿、筋肉、肝臓および卵
からのサルファ剤およびそれら主要代謝物である水酸化代謝物、アセチル代謝物全８種の一斉分析法について
検討している。前処理にはハンディタイプ超音波ホモジナイザーを用い、HPLC測定は、グラジエント溶出を適
用して８種化合物の分離・定量を達成した。本法を用いることにより、鶏における薬物動態実験のより詳細な
解析が可能となることを示唆した。 
 第５章では２～４章を要約し、その結果、これらの新しく開発した分析方法は畜産食品の残留モニタリング
のみならず薬物動態学実験にも有効であり、また人体および環境に優しい分析法であることを明らかにしてい
る。 
 以上の審査結果から、本論文は博士（生活科学）の学位に値すると認めた。 
 
